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ご本人またはほかの患者さんの病状などに応じて病棟や病室あるいは、病室内のベッドを移動していただくことが

あります。予約入院の方でも病室の準備ができるまでしばらくお待ちいただく場合があります。また、ベッドの位置

（窓際希望など）を指定することはできません。多床室で他の患者さんの迷惑になるような場合は個室（有料）に移動し

ていただくことがあります。　

ベッドコントロール（病床適正管理）にご協力ください

食事制限のある方もいますので、食べ物や飲み物のやりとりは禁止です。

入院患者間での飲食物の受け渡しは禁止です

医師・看護師の指示をお守りいただけない場合や、無断外泊・暴力・暴言・セクハラなど他の患者さんや職員への迷惑

となる行為、その他の病院でのルールを守っていただけない場合は、強制退院（強制退去）になります。（個室利用の

場合、強制退院日までの個室使用料が発生します）さらに、今後の通院や入院を検討させていただく場合があります。

医師・看護師の指示をお守りください

入院中の電話問い合わせ

病状など、患者さんの医療情報に関するお問い合わせには、原則としてお電話ではお答えできません。

入院していることを外部に知られたくない方や、病室入口のモニターにお名前を表示されたくない方は、

病棟スタッフにご相談ください。

テレビ・ラジオは、イヤホンをご使用ください

療養中は静かに行動し、院内の静けさが保たれるようにしてください。

特にテレビ・ラジオは同室の方の迷惑にならないようにイヤホンを使用してください。

（イヤホンは売店でも購入できます）

病院で行う以外の治療などの希望

病院で行う治療など以外に他の治療や薬品の使用、飲食などをお考えの方は、主治医にご相談ください。

他医療機関への受診

入院中は他医療機関への受診、またお薬をもらいに行くことはできません。

（患者さんに代わりご家族がかかりつけ病院などへお薬をもらうことも同様です）

※下記のような場合は必ず病棟スタッフまでご相談ください。

●当院入院中に「かかりつけ医院・医院からもらっていた薬」がきれた場合

●当院入院中に他の病院・医院の診療予約日が重なっており受診を希望される場合

病院職員に対するお心づかいはお断りしています

医師及び看護師などの職員への届け物はお断りしております。

病院内での撮影・録音は禁止です

プライバシーおよび個人情報保護の観点から、診察室や病室など

病院内において、カメラ・スマートフォン等での撮影や録音することは禁止です。

さらに病院内において撮影した写真をブログやSNSなどへ投稿することも禁止します。

携帯電話を使用される方は談話室等でご使用ください

携帯電話は、マナーモードに切り替え、他の患者さんの迷惑にならないようご協力ください。

また、消灯時間後の通話は禁止です。

病院敷地内は禁煙です

当院では敷地内全面禁煙です。

電子タバコを含むタバコの喫煙も禁止です。

病室の消灯時間は22時です

他の患者さんの迷惑にならないようご協力ください。

多額の現金・貴重品はお持ちにならないでください

盗難防止のため、多額の現金や貴重品はお持ちにならないでください。また、家電製品（パソコン、DVD、

ゲーム機、テレビ）などの療養上必要のないものは持ち込まないでください。

※盗難にあわれた場合または、管理不十分で破損した場合、当院での責任は負いかねます。

入院中の自家用車の駐車は禁止です

入院中の院内駐車場への停め置きは禁止です。公共交通機関もしくは送迎車にてお越しください。

電話の取り次ぎ

病院外からの電話の取り次ぎはできません。ただし、緊急の場合はこの限りではありません。

病院内での飲酒は禁止です

アルコール飲料の持ち込みは禁止です。また、ノンアルコールビール・ノンアルコール酎ハイなど

類似の飲料の持ち込みも禁止です。飲酒後の立ち入り、面会もお断りします。

WHISKEY

酒BEER

外出や外泊は看護師にご相談ください

主治医の許可を得て、外出届または

外泊届の提出が必要です。

外出・外泊の際、帰院予定日翌日から3日
（72時間）以内に戻られない場合は、強制退
院となります。
その際、強制退院日までの医療費が発生しま
す。（個室利用の場合は、強制退院日までの
個室使用料・設備利用料が発生します。）

院内での各種の広報活動、宗教活動は禁止です。

院内での広報や宗教活動などを禁止します

職員が業務を行っておりますので、立入りは原則として禁止です。

スタッフステーション内の立ち入りは禁止です

おくすり
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感染予防

07 08

1

6 7 8 9 10

水で手をぬらす 2 3 4 5せっけんを

手にとる

親指を洗う 手のひら・

指の先を洗う

手くびを洗う あわを流す きれいな

ペーパーでふく

あわを立てて 手の甲を洗う 指のあいだを

洗う

せっけんと流水による手洗い方法（指と指のあいだは特に洗い残しが多いです）

2 指先1 消毒液を手のひらにとる 3 手のひら 4 手の甲

5 指のあいだ 6 親指 7 手くび

手指消毒を使用した消毒方法（乾くまですりこむと殺菌・消毒ができますので拭き取りは不要）

消毒

手をかざすと

消毒液が出る

タイプ

ポンプを押して

出るタイプ

マスクの着用の徹底

感染防止のため入院中もマスクの着用をお願いします。

病院へ来院されるすべての皆様にもマスクの着用をお願いしています。

不織布タイプのマスク

お願い

お知らせ

病原体は、病気になったり治療によって体力が低下したときに、感染を引き起こす

原因となる場合があります。特に患者さんやご家族、医療者などたくさんの人が

行き交う病院では感染予防は最も重要です。

こまめな手洗いと手指消毒をお願いします。

特にトイレ後、食事前、病室の出入り時（検査や院内コンビニエンスストアに行く場合など）

マスクは正しく（鼻を出さない）着けましょう。

●

●

感染症の疑いがある、もしくは感染症がある場合は、感染防止のために部屋移動

（個室隔離）や面会制限をおこなうことがあります。

感染症に準じた対応をおこなう際、スタッフは防護服（手袋・マスク・ゴーグル・エプ

ロンなど）を着用します。

●

●
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医療安全・災害時

09 10

万一の
災害発生時
の対応

火災を発見した時は、大声で近くの方や職員に

お知らせください

入院中に火災や災害が発生し避難する必要が生じた場合は院内放送に

従い、靴を履き、毛布を頭にかぶって、誘導する職員の後について避難

してください。

エレベーターは使用不可/落ち着いて行動し、単独行動はしないでください/煙がある場合は

タオルなどで鼻・口をふさぎ低い姿勢で避難/忘れ物に気づいても引き返さない/階段などで

「将棋倒し」に特に注意！

転倒・転落の危険性が高い場合

転倒・転落の危険が高くなります

ご入院中は… 入院生活という環境の変化と病気やけがによる身体機能の低下により、

思いがけない転倒・転落事故が起こることは少なくありません。それによ

り病状が悪化する場合もあります。

転倒・転落予防として …  普段お使いの杖などあればお持ちください

上靴タイプ

つっかけタイプ スリッパ

マジックテープタイプ

危険

安全

おくすり

療養のため動かないでいるので、

思うように身体が動かないことが

あります。

●身体を動かした時、ふらつく。

●思ったように身体を動かせない。

●いつもできていた動作ができない。

療養のため動きが低下します病院の環境

病院の床はとても硬いので、

転倒したり転落したりするととても

痛く、骨折する場合もあります。

ナースコール いつも手元に置いてください。

必要時にナースコールを押してください。

睡眠薬の使用や検査などでふらつきが

ある場合は、トイレなどの移動時には必ず

ナースコールで看護師をお呼びください。
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スリッパやつっかけタイプの靴で

走行中につまずいて転倒

しっかり足を覆う上靴タイプや

マジックテープタイプの靴で転倒防止

ベッドから

降りようとして転倒・転落

検査などで点滴や注射、内服薬により

ふらつきや力が入らないなどして転倒

トイレに行った時に

血圧が低下して転倒

入院中、患者さまが安心して療養していただくために、入院時に転倒リスク

の評価をおこない、転倒予防策を多職種で話し合います。病院全体で医療安

全に取り組んでいます。
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入院中の生活について（1日のスケジュール）

入院中の治療計画

1日も早い回復のために、病棟スタッフの指示をお守りください。

医師および看護師からご説明します。内容をご確認のうえ

入院診療計画書などの書類への署名、捺印をお願いします。

付き添い

●病状その他、特別な事情で付き添いを希望される方は、主治医の許可を受けてください。

●患者さんの状態によっては、主治医より付き添いをお願いする場合がございます。

面　会

患者さんの安静と十分な療養を保つため、面会時間を定めています。

感染などで面会を制限をすることがあります。オンライン面会ができます。

詳しい情報はホームページなどでご確認ください。

〇面会は、食堂談話室をご利用ください。

〇病院内での面会は少人数、15分以内でお願いします。

〇面会時は面会カードのご記入をお願いします。

〇伝染性の病気（かぜ、インフルエンザ、感染性腸炎、水ぼうそう、はしか、風しん、新型コロナウイルス、

　 その他）にかかっている方またはその恐れのある方のご面会は固くお断りします。

〇15歳以下のご面会は原則ご遠慮願います。

6：00

7：30

起床・検温

朝食

昼食

夕食

消灯

手術、処置・回診、検査

リハビリテーション

手術、処置・回診、検査

リハビリテーション

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

36.7
℃

1日の生活

ナースコール

看護師に御用がある場合はナースコールを

利用してください。

洗濯・乾燥

各階の洗濯室をご利用ください（有料）

シーツ交換

週1回交換を行います。ただし、汚染などがあればすぐに交換いたします。

お申し出ください。

入浴について

病棟内にてあらかじめ時間を決めております。

郵便物

配達された郵便物は、ご連絡いたします。

※紛失などにつきましては、一切責任を負いかねます。

正面玄関にポストが設置されています。投函はご自身でなされるか、ご家族の方に

お願いしてください。なお、切手は院内コンビニエンスストアで販売しております。

配　達

投　函

携帯電話の利用、公衆電話

各階の食堂談話室をご利用ください。 ※個室以外の病室内での通話は禁止です。携帯電話

1階に設置しています。公衆電話

リストバンド（患者認証バンド）について

患者さんを間違えないため、また医療事故の発生を未然に防ぐために、

患者さんにリストバンドの装着をお願いしております。

手術や検査、点滴などを行う際に患者

さんご本人である事をリストバンドで

確認します。

ハ
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生
年
月
日
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5
7

年
2
月

1
1
日

※イラストはイメージです
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入院食について

アレルギーがある食材（エキス含む）がある場合、お申し出くだ

さい。（それ以外の理由での食材変更はできません）なお、検査

や治療などのため、お待たせしたり中止することがあります。

外泊や外出などで食事が不要な場合は、早めに看護師へお申し

出ください。

入院中のお食事は、医師の指示のもと栄養管理士が各患者さんの状態

に合わせて献立・栄養管理した食事を提供しています。

カーテンについて

更衣や処置・診療時以外は、治療上必要な観察のために開けていた

だくことを原則としていますのでご了承ください。

プライバシーのために大部屋に設置しています。
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一般病床・ICU・SCU（通年） 13：30～15：30


